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１．はじめに
臥床したままで実施する洗髪は、床上生活を余

儀なくされている者にとって、繰り返し提供され
るべき基本的な援助の一つである。日本で出版さ
れているほとんどの看護学教科書にはケリーパッ
ドと呼ばれる洗髪用具を用いた洗髪方法が紹介さ
れ、基礎的な看護技術として広く指導されている。
ところが、ケリーパッドの歴史と由来について整
理した石川は、｢海外の医学辞書や教書では洗髪
器具としてケリーパッドが紹介されることはほと
んどない。海外でも医療器具としてケリーパッド
が販売されているが、洗髪用具ではなく、分娩後
異常出血を管理するための器具であると説明され
ている。ケリーパッドを用いた洗髪は我が国独自
の看護技術である｣1）と、意外な事実を報告して
いる。本来洗髪用具として開発されたものではな
いケリーパッドは、使いにくい一面を持っており、
準備や片付けに多くの時間を要することから、臨
床における洗髪援助の実施頻度が十分とは言えな
い2）。また、患者にとっても｢苦痛、疲労感、頭
部の揺れ、息苦しさ、凝りなど｣3）が報告されて
おり、必ずしも安楽とは言えない。

本校（埼玉県立常盤高等学校）は、昭和45年に埼
玉県唯一の全日制衛生看護科として開校し、平成
７年に看護専攻科を設置し、平成14年には５年一
貫教育による看護師養成を開始した。平成26年度、

文部科学省からスーパー・プロフェッショナル・
ハイスクール（以下、SPH）の指定を受け、『生涯
にわたって看護の専門性を追求し続ける力を持っ
た看護専門職者を育てる』ことを目指した教育を
実践した。SPHの取組は､ ｢豊かな人間性｣｢確か
な知識・技術｣｢科学的思考・判断力｣と、それら
の力をつなげるコンピテンシーをプロジェクト学
習によって育成する｢生涯学び続ける力｣の４つの
領域で構成されており、｢科学的思考・判断力｣の
取組の中には、科学的視点を身に付け、看護の探
求・研究的態度を養うことを主眼として、看護学
研究への志向を涵養することを目指したエビデン
ス探求プロジェクトが含まれていた。

本研究は、平成31年度（令和元年度）と令和２年
度、産業教育改善に関する特別研究助成を得て取
り組んだ研究の第３段階である。令和元年度の看
護科２年生が取り組んだエビデンス探求プロジェ
クトを基礎として、翌令和２年度には新たな洗髪
用具をデザインし、試作することができた。看護
専攻科に進級した生徒たちは、看護研究に取組
み始める学年になった。地元企業の協力を得て試
作した洗髪用具を実際に使用し、実験を通して得
たデータをエビデンスとして、試作した洗髪用具

（シャンプー・ベースンと名付けた）の有用性につ
いて検討したので、ここに報告する。

看　護

１．取扱い容易な洗髪用具開発に向けた試みⅢ
― データに基づいた試作シャンプー・ベースンの評価 ―
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２．実験の概要
本校専攻科生５名が研究チームを作って、シャ

ンプー・ベースン（以下、ベースンとする）とケリー
パッド（以下、ケリーとする）を使って、交互に洗
髪を実施した。実験の様子を､ 写真１･写真２に
示した。
⑴対象・データ収集期間

対象：本校看護専攻科生10名
　　　（男子1名　女子９名）
データ収集期間：令和３年６月
⑵試作洗髪用具について

フリーハンドで描いた洗髪用具のデザインを、
図１に示した。このイメージ図をもとに、ベース
ンを作成した。縦50cm、横60cm、高さ13.5cm、
重量3.4㎏で、汚水用バケツを必要とせず、最大
13ℓの汚水を内部に溜めることができる。長方体
上部はくぼんでおり、溜め湯が可能で、洗髪槽と
して使用できる。ゴム栓をとると、使用後の湯が
下の貯水槽に流れる構造となっている。

令和２年度の特別研究助成を得て作成した素材
の異なる２つ洗髪用具のうち、PET素材のもの
をベースンＡ、ポリエチレン製のものをベースン
Ｂとした。加工のしやすさ、素材コスト、耐久性
等の違いは、｢産業教育に関する特別研究成果 第
58集、p.175-80、2021年版｣報告書を参照いただき
たい。今回の実験では、ベースンＡを使用した。

写真１　シャンプー・ベースンを用いた洗髪

写真２　ケリーパッドを用いた洗髪

⑶実験方法
学生10名は２名一組となり、二つの洗髪用具を

用いて互いに洗髪を行った。被洗髪者（以下、患
者とする）、洗髪者（以下、看護師とする）は、患
者の髪の長さや量による条件差をなくすため、組
合せを固定した。また、患者は徒手筋力テストで
２レベルと設定したが、洗髪用具を設置する際の
協力動作は可能とした。

｢安楽さ｣と｢取扱いの容易さ｣はともに、主観的
な感覚であるため、データ化するにあたって、視
覚的アナログスケール（＝visual analog scale　以
下、VASとする）を用いた。洗髪実施後の患者に
対しては、①頭部が安定している、②後頭部が圧
迫されない、③頸部の筋緊張がない、④身体的負
担がない、⑤寝心地が良い、⑥息苦しさがない、
⑦洗髪中不快がない、という７つの項目について、

●

栓 中空構造

図１　デザインイメージ画図

 

 

産業教育に関する特別研究成果　第59集　2022 



─ 155 ─

｢苦痛が大きく我慢できない｣を０点〜｢全く苦痛
を感じない｣を10点として、評価を求めた。看護
師に対しては、①必要物品の準備しやすさ、②設
置のしやすさ、③後頭部の洗いやすさ、④排水の
しやすさ、⑤片付けやすさ、の５項目について０
点（極めて面倒）〜 10点（極めて容易）で評価を求
めた。回答用紙には、自由記述の欄を設けた。

併せて、洗髪所要時間と使用湯量の測定も行っ
た。所要時間は、準備、実施、片付けに分けて測
定した。準備は、洗髪用具の準備を始めてから頸
部にタオル・ケープを巻くまで、実施は、湯をか
けてから、ケープを外し、頸部のフェイスタオル
を広げて頭部を包むまで、片付けは、洗髪用具を
取り除いてから使用物品を洗い、すすぎ、水分を
拭き取るまでとした。共通の使用物品と湯の入っ
たバケツは予めワゴンに載せて置き、準備時間に
は含めなかった。湯量については、実施前の湯量
を11ℓにし、洗髪後の残り湯が入った重量を引い
て使用湯量とした。

ベースンＡを用いた洗髪の準備から片付けまで
の手順を、表１に整理した。

⑷データ処理・分析
10名のデータを収集したが、｢安楽さ｣VASに

ついては、評価が逆転していると推定されるデー
タが存在したため､ 外れ値として除外し、９名の
データを分析対象とした。｢安楽さ｣VAS以外の
データについては、全データを対象とした。デー
タは、Excel 2019分析ツールを用いて統計処理し
た。平均値を求め、２群比較にはt検定を実施した。
有意水準は５％とした。また、主な変数間の相関
係数を求め、分析の手掛かりにした。
⑸倫理的配慮

実験は、研究チームメンバー５名と、研究協力
の依頼に応じて集まった者５名を対象とした。協
力依頼にあたっては、研究テーマ、目的・実験内
容等を口頭で説明し、任意での協力をお願いした。
２回続けて洗髪をするため、髪や頭皮を傷める可
能性があることを説明し、同意を得た。

３．実験結果
看護師の｢取扱いの容易さ｣VASの平均値を、

表２･図２に示した｡ 全ての項目においてベー
スンＡがケリーを上回っており、⑤片付け以外
の項目で有意差が確認できた｡ ｢①必要物品の準
備｣と｢④排水のしやすさ｣で、特に顕著な有意差

（p<0.001）が認められた。
表２　「取扱いの容易さ」VAS

01=n

質問項目 ケリー ベースン

①物品の準備しやすさ 4.0 9.6 ***

②設置しやすさ 4.2 7.7 *

③後頭部の洗いやすさ 5.1 8.1 *

④排水のしやすさ 3.0 8.8 ***

⑤片付けやすさ 4.1 6.2 n.s.

***  p<0.001   * p<0.05  n.s.＝not significant
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図２　取扱いの容易さVAS

【準備】
・�臥床している患者を、足元方向に25㎝、手前側15㎝

に移動させる。
・�洗髪用具をいったん遠方（スペースの広い側）に

置き、手前に引き寄せながら患者の頭の下に回
し込むように設置する。

・�頸部にフェイスタオルとディスポーザブルケー
プを巻く。※ケープは､ 患者の背側ではなくベー
スン側に下す｡

【洗髪】
・�適宜溜め湯を活用しながら、通常の洗髪手順で

洗い、すすぐ。
・�洗髪が終わったら、ケープを外し、頸に巻いたフェ

イスタオルで頭髪を包む。
【片付け】	
・�洗髪用具を取り除き､ いったんスペースのある

側に置く｡
・患者の臥床位置を戻す。
・内部の廃液を捨て、水道水ですすぐ。
・洗髪用具を洗い、水分を拭き取る。

表１　シャンプー・ベースンを用いた洗髪の手順
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患者の｢安楽さ｣VASの平均値を、表３･図３に
示した。全ての質問項目で、ベースンＡがケリー
を上回っていた。｢⑤寝心地が良い｣以外の６項目
は、いずれも有意差があり、｢①頭部が安定して
いる｣、｢③頸部の筋緊張がない｣については、特
に顕著な有意 （p<0.001）が認められた。

表３　洗髪実施中の「安楽さ」VAS
n=9

質問項目 ケリー ベースン p
①頭部が安定している 7.9 9.4 ***

②後頭部が圧迫されない 8.0 8.9 *

③頸部の筋緊張がない 5.9 8.9 ***

④身体的負担がない 7.0 9.1 **

⑤寝心地が良い 6.9 8.6 n.s.

⑥息苦しさがない 9.1 9.9 *

⑦洗髪中不快がない 6.7 8.9 *

**7.364.15計合

1.93.7均平
***  p<0.001  ** p<0.01  * p<0.05  n.s.＝not significant
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図３　安楽さVAS

準備開始から片付け終了までの所要時間の平均
を表４に示した｡ ベースンＡが18分44秒､ ケリー
が24分13秒で、明らかな有意差（p<0.001）が認め
られた。ベースンＡの方が５分46秒短く、対ケリー
の低減率は22.6％だった。準備の所要時間で見る
と、ベースンＡでは４分29秒、ケリーでは６分24
秒で、その差は１分56秒、低減率は30.0％であっ
た。準備、実施、片付けのいずれの区分において

も､ 明らかな有意差（p<0.01 〜 0.001）が認められ
た。

使用湯量の平均も、ベースンＡが4.6ℓ、ケリー
が5.6ℓで、有意差（p<0.05）が認められた。

所要時間と主要変数間の相関係数を、表５に示
した。所要時間と安楽さVASでは、ケリーとの
間に負の相関（r＝－0.33）が見られたが、ベース
ンＡでは、正の相関（r＝0.41）であった。容易さ
VASでも、ケリーでは負の相関（r＝0.41）だった
が、ベースンＡでは、無関係（－0.08）であった。
湯量については、ケリー（r＝0.51）、ベースンＡ（r
＝0.39）で、ともに正の相関が見られた。

表５　所要時間との相関係数

ケリー ベースン

安楽さVAS -0.33 0.41

容易さVAS -0.41 -0.08

湯量 0.54 0.39

ｎ=９

看護師体験後の記述内容について、それぞれ長
所と短所に分け、表６に整理した。カッコ内の数
値は、類似した記述数を示した。ベースンＡの長
所は、｢面積が広く、洗いやすい｣｢ため湯ができ､
すすぎやすい｣などで、洗いやすさ､ すすぎやす
さに関連した記述が多かった。短所の記述は、ケ
リーでは、排水の難しさやすすぎにくさに関連し
た記述内容が多く、ベースンＡでは、汚水が入っ
た状態での重さや扱いにくさについて、ほぼ全員
が記述していた。

表６　看護師体験後の自由記述
ンスーベ・ープンャシドッパーリケ

長所 慣れているのでやりやすい（１） 面積が広くため湯ができ、洗いやすい（６）

栓一つで排水でき簡単・楽（５）

水濡れの心配がなく安心して洗える（３）

空気入れ・高さ調整が不要で容易（２）

置くだけなので、セッティングが容易（２）

短所 排水路の準備・調節が大変（７） 使用後汚水が入ると重く、扱いが大変（９）

排水しにくい・うまくいかない（５） 設置の際、頭の近くを通すのが不安（１）

水がこぼれやすい・水濡れが心配（４）

泡が流れない・すすぎにくい（４）

準備・片付けの工程が多く面倒（３）

片づけが大変・時間がかかる（３）

空気を入れて抜くのが大変（２）

セッティングが難しく患者に負担（１）

表４　各所要時間と低減率　

区分 対ケリー低減率 ｐ

**%0.03-備準

**%0.81-施実

***%9.12-け付片

%3.52-）け付片+備準（

***%6.22-計合

***  p<0.001  ** p<0.01  

ｎ＝10

 6’42”± 1’23”  8’35”± 1’30”

11’11” 14’59”

18’44”± 2’30” 24’13”± 2’17”

ベースン（分秒） ケリー（分秒）

 4’29”±　　37”  6’24”± 1’25”

 7’32”± 1’29”  9’11”± 1’25”
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表７　患者体験後の自由記述
ンスーベ・ープンャシドッパーリケ

快要素 好みの高さに調整できる 頸部に沿った形で安定している

るいてし定安で面平が部頭後いから柔が材素

素材が硬く安定している

十分に洗い流せている感じがある

不快要素 頭部が不安定で横に向きづらい 素材が硬くて痛い

頸部が不安定で力が入る

頸部が圧迫されて息苦しい

水が溜まって冷たい

後頭部が十分洗えていない感じがする

排水の音が気になる

患者体験後の自由記述欄に記載された内容のう
ち、安楽に関連するものを抽出し、快・不快に分
類して、主な内容を表７に整理した。ケリーに関
しては、不快要素が多く記述されていた。

４．考察
｢洗髪とは頭皮・頭髪の清潔を保つばかりでな

く、爽快感が得られる、闘病意欲がわく、個人の
威厳を保つ等の成果が期待されている｣4）と言わ
れているが、援助の実施頻度は十分ではない。横
山らはその要因として、｢多くの業務とマンパワー
不足、看護師がケリーパッドや洗髪車などの洗髪
器具に対し使いにくさを感じていることがあげら
れる｣5）と述べ、江頭らも｢ケリーパッドの否定的
な意見として看護師の準備、片付けの負担が大き
く、実施中の負担も大きい｣6）と負担の大きさを
指摘している。また、患者の負担についても、石
井らは｢ケリーパッドによる洗髪では首・肩・背
部等の痛みを感じ、身体的苦痛があった｣5）と述
べている。

｢安楽さ｣と｢取扱いの容易さ｣について、VAS
で評価を依頼した本研究結果では、ケリーに比べ
ベースンＡは｢安楽さ｣においても｢取扱いの容易
さ｣においても、評価が高く、有意差が認められ
た。また、ケリーにおいては、所要時間と容易さ
VAS、 安楽さVASはともに負の相関があり、時
間がかかるほど看護師は負担に感じていて、患者
は安楽でないと感じていることが示唆された。一
方、ベースンＡでは、所要時間と容易さVASに
は相関関係がないことから、ベースンＡを使用し

た際の看護師の主観的評価は、所要時間には影響
を受けていないことが示唆された。これらのこと
から、ベースンＡは、ケリーに比べて、｢安楽さ｣
においても｢取扱いの容易さ｣においても優れてお
り、患者・看護師双方にとって負担を軽減できる
と考えられる。さらに、所要時間や使用湯量にも
有意差が認められ、ベースンＡ は、時間短縮や
使用湯量の節減も可能であることが示唆された。
また、自由記述においても、｢面積が広くため湯
ができ、洗いやすい｣や｢栓一つで排水でき、簡単｣
など、有用性を裏付ける長所の記述が多かった。
反面、ベースンＡは重さに関連した短所の記述が
圧倒的に多く、最大の課題であると考えられる。
平均使用湯量4.6ℓの汚水が入ったベースンＡは､
本体重量を含めると８㎏と大変重くなり、内部の
汚水を出すために本体を傾ける作業が容易ではな
い。この点が｢容易さ｣VASにおいて、｢⑤片付け｣
だけが有意差が認められなかった主な要因である
と考えられる。ベースンＡは汚水が最大13ℓ入る
よう設計したが、溜め湯すすぎをすることにより
使用湯量は節減できており、効果的なすすぎがで
きることで、13ℓもの汚水容量を必要としない可
能性がある。十分なすすぎを犠牲にすることなく、
現在より小型化・軽量化することができれば、持
ち運びや片付けの際、看護師の負担はより軽減で
きると考えられる。

５．おわりに
実験データから、試作した洗髪用具ベースンＡ

は、ケリーに比べ、安楽で取扱いが容易であり、
患者・看護師双方にとって、負担を軽減できるこ
とが示唆された。反面、汚水が入って重くなった
状態での取扱いが容易ではないことが、最大の課
題であることが明らかになった。

洗髪用具として開発されたものではないケリー
やその類似品が、我が国において広く用いられて
いるが、最善の洗髪用具とは言えない。準備や片
付けが容易で、実施時間の短縮が見込まれる新
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たな洗髪用具の開発は、多忙な業務の中でケアす
る看護師だけでなく、在宅療養者を世話する者に
とっても、負担軽減につながり、在宅の場でも大
いに役立つと考える。

補足
ベースンＡの有用性評価をふまえ、廃液が入っ

た状態での取扱いの難しさ改善を目指して、新た
に作成したベースンＣのCAD図（computer-aided 
design）（図４）を示した。

図４　ベースンＣのCAD図

ベースンＣは、軽量化を実現するため素材を塩
化ビニルとし、新たな工法を採用した。主な変更
点は次のとおりである。
①軽量化を図った（3.4㎏→2.0㎏）。
②左右に｢持ち手｣を取り付けた。
③洗髪槽に傾斜を付けた。
④底面の角を丸みのある形状にした。
⑤廃液の排水口にスクリューキャップを付けた。

本校生の研究指導の一環としてベースンＣを用
いた実験を計画したが、COVID-19感染拡大を受
けて、身体接触を伴う学習活動を制限せざるを得
ない状況下で、実験できる機会がなく、断念せざ
るを得なかった。

本稿は、ベースンＡを用いてパイロットスタ

ディーとして実施した実験データを分析したもの
である。今後機会をとらえて、改良ベースンＣを
用いた追実験・データ収集を行い、報告したい。

本研究結果は、令和３年10月にオンライン開催
された第31回全国産業教育フェア埼玉大会｢さん
フェア埼玉2021｣で発表させていただいた。ま
た、研究チームの専攻科生５名が、５つの視点で
それぞれ研究論文を完成させた。

本研究にあたって、株式会社サンワ製作所代表
取締役村上忠彦さまはじめ、社員の皆さまの多大
なるご尽力を賜り、また、ベースンＣについては、
廃液が入った状態での落下実験を行い、衝撃耐性
を検証してくださいました。ご高配に深く感謝申
し上げます。
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